
～ 富 士 山 あ て 年 賀 状 ～ 

富士山憲章山梨県推進会議主催 

山梨県立富士山世界遺産センター 南館 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

TEL 0555-72-0259 

【展示日程】 ２月１５日（木）～２月２６日（月）         

ふじさんミュージアム 

山梨県富士吉田市上吉田東7-27-1 

TEL 0555-24-2411 

【展示日程】 ６月５日（水）～６月２４日（月） 

富士河口湖町役場 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津1700 

TEL 0555-72-1111 

【展示日程】 １０月１０日（木）～１０月３０日（水） 

山中湖温泉 紅富士の湯 

山梨県南都留郡山中湖村山中865-776 

TEL 0555-20-2700 

【展示日程】 ３月２２日（金）～４月１０日（水） 

道の駅なるさわ 

山梨県南都留郡鳴沢村8532-63 

TEL 0555-85-3900 

【展示日程】 ５月１５日（水）～６月２日（日） 

山梨中央銀行本店 

山梨県甲府市丸の内1-20-8 

TEL 055-233-2111 

【展示日程】 ８月１日（木）～８月３０日（金） 

河口湖ショッピングセンターBELL 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津2986 

TEL 0555-73-4500 

【展示日程】 ４月１２日（金）～５月１３日（月） 

四季の杜おしの公園 小池邦夫絵手紙美術館 

山梨県南都留郡忍野村忍草2838-1 

TEL 0555-84-3222 

【展示日程】 ９月１９日（木）～１０月７日（月） 

三ツ峠グリーンセンター 

山梨県南都留郡西桂町下暮地1900 

TEL 0555-25-3000 

【展示日程】 ３月１日（金）～３月２０日（水） 

山梨県立富士山世界遺産センター 北館   

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

TEL 0555-72-0259  

【展示日程】１２月２０日（金）～令和７年１月７日（火） 

各会場の休業・休館日や開館・営業時間に関しては、各会場にお問い合わせください。 

展示日程および会場は、追加・変更となることがございます。詳細はHPをご覧ください。 

身延町総合文化会館 

山梨県南巨摩郡身延町波木井407 

TEL 0556-62-2110 

【展示日程】 ６月２９日（土）～７月３０日（火） 

韮崎市立大村記念図書館 

山梨県韮崎市若宮1-2-50 

TEL 0551-22-4946 

【展示日程】 １１月１日（金）～１１月２４日（日） 

静岡県富士山世界遺産センター 

静岡県富士宮市宮町5-12 

TEL 0544-21-3776 

【展示日程】 １２月４日（水）～１２月１９日（木） 

入 選 作 品 展     作 品 数 ２００ 点 

御殿場市民交流センターふじざくら 

静岡県御殿場市萩原988-1 

TEL 0550-70-6800 

【展示日程】 ９月５日（木）～９月１７日（火） 

第２１回 

富 士 さ ん へ 謹 賀 新 年 

入 賞 ・ 入 選 作 品 巡 回 展 
 第２１回富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～は、３３都道府県と海外から１２７７点の力作をお寄せい

ただきました。たくさんのご応募、誠にありがとうございました。 

 厳正なる審査の結果、最優秀賞３点、優秀賞６点、審査員長賞１点、審査員特別賞４点、企画力賞２点、表現

力賞２点、メッセージ賞２点の入賞２０点を含む入選２００点を決定いたしました。富士山への様々な思いのつ

まった年賀状をぜひお楽しみください。 



審 査 員 

審査員長  櫻井  孝美  氏（安井賞受賞画家） 

審査員  松島  仁    氏（静岡県富士山世界遺産センター 教授） 

審査員  五十嵐 哲也 氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主幹研究員） 

審査員  秋本  梨恵  氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主任研究員） 

審査員  田所  良通  氏（山梨県立美術館 副主幹） 

審査員  土屋  淳    氏（山梨県立富士山世界遺産センター 副所長） 

審 査 員 総 評 

◆ 今回は総じてメッセージを表現する作品が多くあり、それは富士山に新たな一年の夢、希望を託したいと願う意味だろうと思う。また、 

   ハガキサイズの小画面の中にあふれる作者の創作が充分読み取れる力作、秀作ぞろいだった。 

◆ 戦争や災害が蔓延する困難な時代、日常の平安を希求するような穏やかな作品が目についた。 

◆ 元日の震災や海外の戦禍が影を落とす中、富士山に平安を願う作品や、日常の大切さを描いた作品が印象に残った。 

◆ 小学生低学年以下の作品には、特に自由な発想や表現が見られ、中・高校生の部、一般の部では技術の高い作品が多くあり、メッ 

   セージも興味深い作品が多かった。絵具を使った作品が減っているが、逆に相対的に色の強い作品がよく見えるように感じた。 

◆ 応募者は本当に富士山が好きなんだと思った。心の支えにしていたり、富士山に対して願いがあったりと、富士山の山肌や空気、周 

   囲のことを感じながら描かれた作品から、人の心に富士山は「在る」のだと思った。 

◆ 富士山世界文化遺産登録10周年記念に合わせた前回の募集数より減ったものの、例年通りの力作揃いであった。グラフィックな 

   作品もあったが、やはり年賀状には手作り感が求められているのかと感じるほど、手を使って製作された作品が多かった。 

最 優 秀 賞 

久保 友乃 

（東京都/中学生・高校生の部） 

岩佐 夏帆 

（山梨県/小学生以下の部） 

◆布地風で富士山をやわらかく表現 

    し、色彩の美しさ、斬新なアイデア 

    は秀作。  

◆色とりどりの布をドレスにした富士山 

  の可愛らしいポーズが、とてもキュー 

  トで魅力的な作品。  

◆色彩のハーモニーに心の安らぎを感 

  じる幸せにあふれた作品。 

◆曙光の鮮やかさ、力強さが目を射る。 

◆シルエットになった富士山とその肩 

  越しに輝く太陽のコントラスト、空の 

  光の美しさが見事な作品。 

◆街中の富士。穏やかな構図に 

  柔らかな色感。いつもの富士の 

  安心感が温かい作品。  

◆控えめな淡い富士山が遠景とな 

  り、人々の小さな暮らしを静かに 

 見守る風景に日常のかけがえの 

 なさが感じられる。 

犬塚 由美子 

（山梨県/一般の部） 

富士山ボランティアセンター（富士山憲章山梨県推進会議） 

〒401-0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1（山梨県富士山世界遺産センター北館内） 

TEL 0555-20-9229  FAX 0555-72-4114  Email fujisan@eps4.comlink.ne.jp  HP https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/ 


